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　金属を中心とする薄板素材の引張試験から必要とされる特性値は、材

料の利用、加工技術研究開発の進歩に伴って、その種類が増加し、単一

の引張試験では測定抽出が困難な状態になっているのが現状である。具

体的には、従来からある降伏点、引張強さ、降伏伸び、全伸びに加えて、

利用目的により、ヤング率、加工硬化指数（ｎ値）、垂直異方性係数（ｒ値）、板面異方性などが生産性向上のために広

く利用されている。これら所要の複数の試験値を求めるため、複数の試験機を使用したり、自動化できずに手動で測定

している状態の改善、合理化をロータリー・グリップ・システムを用いて試みた。このシステムの特徴は、試験片グリッ

プ部分の運動を直線から回転に変えたことで、測定系の操作が単純化され、自動化が容易になるという点にある。これ

を利用して、上記の引張試験値を同時に抽出できる単一完全自動化引張試験機の開発製作を行った。本試験機は24時間

フル稼働も可能で、引張試験速度は通常測定性能のほぼ限界まで上げることもできる。同一引張速度での試験処理速度

は倍以上である。グリップ用の金属材料によっては、グリップの寿命が従来型と比較し、数十倍から百倍以上と推測さ

れる。現在一般的な工具鋼を使用しているが数年間の使用でグリップ表面に摩耗はほとんど認められていない。試験に

要するエネルギー消費は、装置各部の移動が非常に小さく、従来より著しくランニングコストを軽減できる。全体的に

低コストでの引張試験機の完全自動化は国際競争力の維持に大きく貢献すると考えている。
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